
旧
千
疋
村
の
「
中
嶋
」

秦

野

秀

明

川
に
存
在
す
る
「
島
」
は
、
し
ば
し
ば
「
中
島
」
、
「
中
洲
」
と
呼
ば
れ
る
。
古
来
よ
り
「
中
島
」
、
「
中
洲
」
は
、

「
蟻あ

り

の
熊
野

く

ま

の

詣
も
う
で

」
で
有
名
な
熊
野

く

ま

の

本
宮

ほ
ん
ぐ
う

大
社

た
い
し
ゃ

旧
き
ゅ
う

社
地

し

ゃ

ち

「
大
斎

お
お
ゆ
の

原は
ら

」
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
「
聖
地
」
と
な
っ
て

い
る
例
も
多
く
、
ま
た
、
そ
の
地
形
上
の
特
徴
か
ら
、
「
渡わ

た

し
」
の
場
所
と
し
て
選
ば
れ
て
い
る
例
も
多
い
。

旧
野
島

の

じ

ま

村
の

浄
じ
ょ
う

山
寺

さ

ん

じ

の
付
近
も
、
明
治
十
九
年(

一
八
八
六)

に
完
成
し
た
「
迅
速
測
図

じ
ん
そ
く
そ
く
ず

」(

１)

や
、
昭
和
二
十
年

代
に
撮
影
さ
れ
た
「
空
中
写
真
」
よ
り
推
測
す
れ
ば
、
か
つ
て
は
、
元
荒
川(

利
根
川
本
流)

の
「
中
島
」
、
「
中
洲
」

で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
『
野
島

の

じ

ま

浄

山

じ
ょ
う
さ
ん

寺じ

口く

伝
書

で
ん
し
ょ

』(

２)

の
内
容
か
ら
は
、
旧
野
島

の

じ

ま

村
の
浄

じ
ょ
う

山
寺

さ

ん

じ

の
付
近
の
「
中

島
」
、
「
中
洲
」
が
、
「
聖
地
」
で
あ
り
、
且
つ
「
渡わ

た

し
」
の
場
所
で
あ
っ
た
と
、
読
み
解
く
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

現
在
は
河
川

か

せ

ん

改

修

か
い
し
ゅ
う

に
よ
っ
て
消
滅
し
た
が
、
越
谷
市
近
辺
で
最
大
級
の
「
中
島
」
、
「
中
洲
」
と
し
て
存
在
し
て

い
た
の
が
、
旧
千
疋

せ
ん
び
き

村
の
「
中
嶋
」
で
あ
る
。
現
在
の
「
主
要
地
方
道
52
号
越
谷
流
山
線
・
吉
越

よ
し
こ
し

橋
」
の
南
か
ら

「
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
・
中
川

橋

梁

き
ょ
う
り
ょ
う

」
の
南
に
か
け
て
の
中
川
に
存
在
し
て
い
た
。
天
保
七
年(

一
八
三
六)

原
図

げ

ん

ず

の

「
千
疋

せ
ん
び
き

村
絵
図
」(

３)

に
は
、「
千
疋

せ
ん
び
き

村
中
嶋
」
の
文
字
が
記
載
さ
れ
、
江
戸
時
代
後
期
と
推
測
で
き
る
「
絵
図
」(

４)

に
は
、「
千
疋

せ
ん
び
き

村
ノ
内
」、「
洲
」
、「
畑
」
、「
百
間け

ん

」
、「
三
百
三
十
四
間け

ん

」
等
の
文
字
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、「
迅
速
測
図

じ
ん
そ
く
そ
く
ず

」

(

５)

で
は
、
正
確
な
位
置
や
面
積
等
が
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
明
治
一
五
年(

一
八
八
二)

編
さ
ん
の
『
武
蔵

む
さ
し
の

国く
に

埼
玉
郡ぐ

ん

村
誌

そ

ん

し

巻
之
二
』(

６)

で
は
、「
中
島
耕
地

村
の
東
に
あ
り
東
西
一
町

ち
ょ
う

南
北
六
町

ち
ょ
う

」
と
の
記
載
が
あ
る(
７)

。
管
見

か
ん
け
ん

の

限
り
で
は
、
旧
千
疋

せ
ん
び
き

村
の
「
中
嶋
」
に
は
「
寺
社
」
は
存
在
せ
ず
に
、
畑
地
で
あ
っ
た
の
で
、
「
聖
地
」
で
あ
っ
た

か
否
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
か
つ
て
は
、
旧
千
疋

せ
ん
び
き

村
の
「
中
嶋
」
の
す
ぐ
下
流
に
、
旧
千
疋

せ
ん
び
き

村
と
、
対
岸
の
旧
木
売

き

う

り

村(

現
吉
川
市)

の
人
び
と
や
物
資
を
運
ぶ
、
「
木
売

き

う

り

の
渡わ

た

し
」(

８)

が
存
在
し
て
い
た
。

中
川
に
存
在
し
た
旧
千
疋

せ
ん
び
き

村
の
「
中
嶋
」
は
、
大
正
五
年(

一
九
一
六)

六
月
三
十
日
発
行
の
地
図(

９)

に
記
載
さ

れ
、
昭
和
三
年(

一
九
二
八)

修
正
測
図

し
ゅ
う
せ
い
そ
く
ず

の
地
図(

10)

に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
こ
の
期
間
に
実
施
さ
れ
た
「
十

三
河
川

か

せ

ん

改

修

か
い
し
ゅ
う

」(

11)

に
よ
っ
て
消
滅
さ
せ
ら
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
昭
和
二
十
六
年(

一
九
五
一)

八
月
一
日
、
当
時

の
大
相
模

お
お
さ
が
み

村(

旧
千
疋

せ
ん
び
き

村)

と
、
吉
川
町(

旧
木
売

き

う

り

村)

の
境
界
が
、
中
川
の
流
路
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
定
ま
り
、「
中
嶋
」

が
存
在
し
た
場
所
の
多
く
は
、
対
岸
の
吉
川
町
に
併
合
さ
れ(

12

)

、
翌
昭
和
二
十
七
年(

一
九
五
二)

、
吉
川
町
大
字

共
き
ょ
う

保ほ

と
い
う
新
地
名
が
誕
生
し
、
現
在
の
吉
川
市
大
字
共

き
ょ
う

保ほ

、
中
川
台
へ
と
引
き
継
が
れ
て
存
在
し
て
い
る(

13)

。



註

(

1)

「
明
治
前
期
測
量

二
万
分
の
一

フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
地
図
―
第
一
軍
管
地
方
二
万
分
一
迅
速
測
図
―

埼
玉
県
武
蔵
国
南
埼
玉
郡
大
口
村
及
黒
谷
村
近
傍
村
落
」

(

2)

『
越
谷
市
史

第
三
巻

史
料
一
』
、
越
谷
市
役
所
、
一
九
七
三
、
八
九
七
・
八
九
八
頁
。

(

3)

『
八
潮
市
史

史
料
編

近
世
Ⅱ
』
、
八
潮
市
、
一
九
八
七
、
付
図
。

(

4)

資
料
番
号
二
六

江
戸
期
「
武
蔵
東
部
河
川
流
域
絵
図
」
No.

10
、
越
谷
市
立
図
書
館
蔵

(

5)

「
明
治
前
期
測
量

二
万
分
の
一

フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
地
図
―
第
一
軍
管
地
方
二
万
分
一
迅
速
測
図
―

埼
玉
県
武
蔵
国
北
葛
飾
郡
吉
川
村
南
埼
玉
郡
増
森
村
及
近
傍
村
落
」

(

6)

埼
玉
県
編
『
武
蔵
国
郡
村
誌

第
一
一
巻
』
、
埼
玉
県
立
図
書
館
、
一
九
五
四
、
七
二
頁
。

(

7)

「
旧
土
地
台
帳
」
の
「
千
疋
村
一
番
地
か
ら
一
四
一
八
番
地
の
二
」
ま
で
を
閲
覧
し
た
結
果
、
旧
千
疋
村
字

中
嶋
耕
地
は
、
「
番
外
地(

無
番
地
・
無
地
番)

」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

(

8)

中
山
正
則
『
中
川
水
系

Ⅲ
人
文
』
、
埼
玉
県
、
一
九
九
三
、
四
八
二
頁
。

(

9)

埼
玉
県
地
域
総
合
調
査
会
編
『
埼
玉
県
市
町
村
誌

第
一
九
巻
』、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
〇
、
付
図
。

(

10)

五
万
分
一
地
形
図

東
京
一
号
「
野
田
」
、
大
日
本
帝
国
陸
地
測
量
部
、
昭
和
六
年
九
月
三
十
日
発
行

(

１１)

吉
本
富
男
『
中
川
水
系

Ⅲ
人
文
』
、
埼
玉
県
、
一
九
九
三
、
三
九
一~

三
九
五
頁
。

(

１２)

註(

9)

一
六
三
頁
。

(

１３)

「
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
」
編
纂
委
員
会
・
竹
内
理
三
編
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典

一
一

埼
玉
』
角
川
書
店
、

一
九
八
〇
、
三
二
四
頁
。



『八潮市史 史料編 近世Ⅱ』八潮市、付図 より引用



資料番号 26 江戸期「武蔵東部河川流域絵図」No.10 越谷市立図書館蔵 より引用

※ 「絵図」の下部が「北」

加藤 幸一氏 解読



明治十三年(1880)測量「迅速測図」 より部分引用



国土交通省 国土地理院「明治前期の低湿地データ」より引用


